
資料１ 事業概要 【バスロケーションシステム導⼊・運⽤事業】

実施主体 ⽩井市 事業費 3,514千円

事業概要
市のコミュニティバスにGPS等 搭載  渋滞 ⾬   理由      遅延    等 運⾏状況 位置情

報 利⽤者        確認           
   運⾏状況等 可視化         利便性 向上       利⽤者 運⾏状況 応  交通⼿

段 選択     容易        市内全体 公共交通 利⽤促進 ⾒込    

システム
構成

【バスロケーションシステム】
•          運⾏状況等 利⽤者 提供

するもので、下記3つの機能により構成される。
①運⾏状況等通信機能
• GPS等の機能により、バスの位置情報データを

サーバに送信する。
• 位置情報データを送信する際、系統・ルート等の

基礎運⾏情報 紐    併  送信   
②運⾏状況等処理機能
• 運⾏状況等通信      受信  位置情

報データ等を遅延情報等に変換する。
③運⾏状況等確認機能
• 処理     変換  位置情報 遅延情報

等  利⽤者         PC等から確認で
きるよう表⽰する。
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ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｰﾀ収集・変換検索

情報提供

通信

利⽤者 バス

[通信機能]

[確認機能] [処理機能]



サービス内容・⽬指す⽅向性

サービスの内容・実現したい⽅向性
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■実現したい⽅向性

   運⾏状況        可視化         時々 運⾏状況 利⽤者 状況等 応   利⽤者  
   適切 交通⼿段 選択     可能    
       市          含 公共交通全体 利便性 向上    伴 利⽤促進     市 公共交

通の活性化に資する。

 乗      今       
    定刻     来   
        知    
   停        
 時刻表 知    

■サービスの内容

ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
の導⼊

バスロケーションシステムの機能により
疑問を解決
■ 位置情報
■ 遅延情報
■ 時刻    検索
■   停検索 等

?  

課題解決利⽤者 疑問



事業計画

実装計画（実装までのプロセス・スケジュール）

2023年
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 2024年

1⽉ 2⽉ 3⽉

バスロケーション
システムの整備

市⺠向 周知広報

関係団体等との協議

仕様検討

システム構築 実装・運⽤

3

公告・⼊札 運⽤テスト

広報（広報誌・ホームページ・SNSなど）の実施



事業概要・⽬指す⽅向性 【主要なバス停におけるベンチ、上屋の整備】

実施主体 ⽩井市 事業費 ５，０３８千円

事業概要 交通結節点   ⽩井駅南側                   停 上屋及     設置      利
⽤    公共交通環境 構築  利⽤者 促進 ⾒込    

具体
サービス

⽬指す
⽅向性

利⽤者   使       便利 地域公共交通      利⽤者⽬線 ⽴  環境整備 促進  利便
性 向上 伴 利⽤者促進 ⽬指  

４



事業計画

実施計画（実施までのプロセス・スケジュール）

2023年
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 2024年

1⽉ 2⽉ 3⽉

ベンチ、上屋の整備

市⺠向 周知広報

実施設計業務

ベンチ、上屋整備⼯事
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委託公告・⼊札

広報（広報誌・ホームページ・SNSなど）の実施

⼯事公告・⼊札


